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一般社団法人 日本リハビリテーション工学協会 

2021 年度第１回（通算第69 回）理事会 議事録 

 

１．開催日時：2021 年（令和 3 年）7 月18 日（日）9:00～11:33 

 

２．場  所：Web 会議システム（ Zoom ミーティング） 

 

３．審議事項および資料 

第１号議案（専権等の報告）新入会者の承認についてメールによる承認者の報告について  

第２号議案（専権等の報告）2020 年度総務系業務執行報告（第6 期） 

第３号議案（専権等の報告）2020 年度事業系業務執行報告（第6 期） 

第４号議案（専権等の報告）2021 年度総務系業務執行報告（第1 期） 

第５号議案（専権等の報告）2021 年度事業系業務執行報告（第1 期） 

第６号議案（専権等の報告）理事会前日会議報告 

第７号議案（専権等の報告）20201 バリアフリー展内におけるセミナー講演依頼への協力 

第８号議案（専権等の報告）中国・四国支部 活動報告 

第９号議案（専権等の報告）支援 機器の利用効果に関するグランドチャレンジ における西太平洋地域会議 

第10 号議案（専権等の報告）リンク掲載依頼について 

第11 号議案（決議）新入会者の承認について 

第12 号議案（決議）任意退会者について 

第13 号議案（決議）福祉機器コンテスト 2021 専門委員 

第14 号議案（決議）災害対策委員会の設置 

第15 号議案（決議）バリアフリー2021 ブース運営について 

第16 号議案（決議）個人情報取扱規則の改定について 

第17 号議案（決議）2020 年度事業報告（案）について 

第18 号議案（決議）2021 年度予算修正案 

第19 号議案（決議）第36 回リハ工学カンファレンス開催地について 

 

４．理事総数   １４名 

  

 出席理事数  １３名 

会長（代表理事） 桂律也 

理事       石濱裕規、植田瑞昌、江原喜人、岡野善記、剣持悟、杉本昌子、鈴木太 

谷口公友、中村俊哉、水澤二郎、村田知之、森田千晶 

監事       赤澤康史、伊藤和幸 

事務局      深野栄子（事務局長）、沖川悦三（事務局参与） 

  欠席理事       西村顕 

 

５．議事の経過の概要及び議決の結果 

（１）定款第49条に基づき、議長となる会長の桂律也が本日の理事会は定数を満たしたので、有効に成立した

旨を告げたのち、開会の辞を述べた。 

（２）議事録署名人について、議長からの指名により、本日出席理事の中村俊哉と村田知之の 2 名を選出し

た。 
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第１号議案（専権等の報告）新入会者の承認についてメールによる承認者の報告について  

水澤副会長（総務統括）より、2020 年度第5 回（通算第68 回）理事会以降に専権事項とした 2021 年6 月1 日

－2021 年6 月30 日の計2 名（2021 年度正会員1 名、2021 年度学生会員1 名）の入会が報告され、追認で承認

された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

第２号議案（専権等の報告）2020 年度総務系業務執行報告（第6 期） 

水澤副会長（総務統括）より、各業務執行理事の業務執行状況（2021年6月13日～2021年6月30日）が報告

され、追認で承認された。なお専権事項の報告については、別途議案提出し審議している。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

■ 総務統括／規則選挙担当／事務局担当：水澤 

・ 2021 年度代議員選挙ならびに役員候補者選挙において、選挙管理委員会に対するサポートを行った 

・ 個人情報取扱規則（改定案）の作成を行った 

・ 事務局 

・法人としての事務局を運営し、法人会計の更なる整備を進めた 

・会費口座振替（自動引落）データ作成・提出 

・2020 年度決算処理を行った 

・2020 年度末退会者の整理、取りまとめをおこなった 

・展示会出展における広報活動：なし 

■ 財務担当：岡野 

・ 法人会計の管理 

・経理データ月次処理 

・2020 年度決算作製準備 

・コンテスト及びカンファレンスの決算・予算内容の確認 

・ 会計システムの検討 

・会計システムの再検討 

■ 総会・理事会担当：江原 

・ 理事会開催 

・2020 年度第4 回（通算第67 回）理事会議事録の取りまとめを行った 

・2020 年度第5 回（通算第68 回）理事会議事録の取りまとめを行った 

・2021 年度第1 回（通算第69 回）理事会（Web 会議）開催のための準備を行った 

・ 2021 年度定時社員総会の開催準備 

・「2021 年度事業計画（案）」を作成し、各理事に確認・修正を依頼した 

・各担当理事の「2020 年度事業報告」を取りまとめ、「2020 年度事業報告（案）」を作成した 

■ 広報・渉外担当：杉本 

・ ホームページ用サーバー追加  実施なし 

・ オンラインセミナー用サービスの利用 

・理事会、SIG の位置づけ検討委員会、総務会議を実施した 

・会員ML 配信：5 件、FreeML：4 件 

・ その他 

・個人情報の取り扱いについて検討した 

・日本義肢装具学会よりリンク掲載希望があり、専権行使の上リンクを掲載した 

 

第３号議案（専権等の報告）2020 年度事業系業務執行報告（第6 期） 

中村副会長（事業統括）より、各業務執行理事の業務執行状況（2021年6月13日～2021年6月30日）が報告
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され、追認で承認された。なお専権事項の報告については、別途議案提出し審議している。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

■ 事業統括／企画統括担当：中村 

・ バリアフリー2021 の 8 月延期に伴い、出展の調整を行った 

・ 「頸損解体新書2020」の協会員への発送に向けた調整 

・ 事業担当の各分掌理事との調整 

・支部・分科会担当理事/ＳＩＧ担当理事との調整 

・コンテスト担当理事との調整 

■ カンファレンス担当：剣持・鈴木 

・ 第35 回リハ工学カンファレンス準備 

・6/21 に「オンライン交流サービス oVice（オヴィス）」を試験的に利用し実行委員会を実施。端末環境によって

接続しにくいなどの不具合があったが、交流を促進する意味では興味深いサービスであった。交流会で使用

できるか検討を進める 

・会計監査を行い、残金を協会に一旦返金してもらうよう依頼した 

・プログラムの大枠が決定し、HP掲載の準備を進めた 

・事前参加登録を開始した 

・ 第36 回リハ工学カンファレンス準備 

・広島開催の方向で谷口理事に広島国際大学内での検討を依頼した 

■ コンテスト担当：村田 

・ 福祉機器コンテスト 2021 

・機器開発部門一次選考会（2021 年6 月13 日） 

・機器開発部門一次選考会通過作品の決定と応募者への結果通知送付 

・コンテスト事務局との各種調整 

・オンラインでの選考会と表彰式運営についての検討 

・授賞式の調整 

・ コンテスト発展のための取組 

・オンライン形式での選考会運営について 

■ 協会誌担当：石濱 

・ 協会誌編集 

発行計画につき、Chatwork上で意見交換を進めた。 

・ 協会誌発行 

以下の発刊準備を行った。 

・Vol.36 No.3 2021/08 特集「ケア現場の組織づくりのための労働安全衛生～ノーリフティングケアの取り組

み～（仮）」 

・Vol.36 No.4 2021/11「すべての人が気持ちよい排泄を－用具がつなぐ排泄ケア－（仮）」 

・Vol.37 No.1 2022/2「褥瘡関連（仮）」につき、企画を進めた。 

・ 投稿論文（査読依頼） 

・2020 年度投稿7件、掲載不可4件、再投稿掲載不可1件、査読中１件、受理１件 

・ その他 

・協会誌36-3号同封送付予定の頸損解体新書2020の、同書印刷製本元から協会誌印刷製本元に移送を行った 

・査読中論文投稿者所属先大学にて編集委員会公式アドレスが同大学ではブラックリストに登録されていること

が判明し、ブラックリストからの解除手続きを行った。投稿者には査読結果報告時にお詫びが必要である 

・JRAT総会・委員会にて、連載「災害対策とリハ工学」を紹介し、同HPよりのリンク依頼に対応した 

■ 分科会・専門委員会担当：谷口・植田 

分科会(SIG)/企画(副)研修担当：谷口 
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・ 分科会：SIG活動支援 

・協会誌へのSIGインフォメーション掲載依頼 

・2020年度活動報告及び2021年度活動計画のとりまとめ 

・協会のWEBサイトに委員会紹介ページにSIGの位置づけ検討委員会を追加 

・ ＳＩＧの位置づけ検討委員会 

・6月24日開催 

分科会(支部・委員会)/企画(副)展示会：植田 

・ 分科会：支部活動支援 

・協会誌原稿依頼 

・支部活動費の精算、返金手続きを行った 

・中国・四国支部イベント開催の広報等行った 

・2020年度活動報告及び2021年度活動計画の提出とりまとめを行った 

・ 専門委員会：災害対策委員会 

・JRAT活動、理事会等への参加 

・常設化に向けた検討及び資料の作成を行った 

・協会誌へのお知らせ原稿作成 

■ 企画担当：西村・谷口・植田・中村 

・ 金井氏よりバリアフリー展のオンライン展示会について、申し込み完了メールが届いた旨連絡あり 

・ 頸損解体新書2020をRESJA会員へ向けて発送準備中 

■ 国際担当：桂・森田 

・ GAATO 企画の支援機器の利用効果に関するワークショップ西太平洋地域コンサルテーションの候補者（日

本から 20 名）の検討と候補者への打診 

 

第４号議案（専権等の報告）2021 年度総務系業務執行報告（第1 期） 

水澤副会長（総務統括）より、各業務執行理事の業務執行状況（2021 年7 月1 日～2021 年7 月17 日）が報告

され、追認で承認された。なお専権事項の報告については、別途議案提出し審議している。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

■ 総務統括／規則選挙担当／事務局担当：水澤 

・ 2021 年度代議員選挙ならびに役員候補者選挙において、選挙管理委員会に対するサポートを行った 

・ 総務系理事に対して、理事会・総会担当理事からの指示の元、7/9〆切として業務執行報告書の提出を求め

た（2021/6/13～6/30分・7/１～7/17分） 

・ 個人情報取扱規則（改定案）ならびに個人情報保護方針（案）の作成、とりまとめを行った 

・ 事務局 

・法人としての事務局を運営し、法人会計の更なる整備を進めた 

・2020 年度決算処理を行った 

・展示会出展における広報活動：なし 

■ 財務担当：岡野 

・ 法人会計の管理 

・経理データ月次処理  

・各部門経費確認 

・通常経理業務執行 

・2020 年度決算作成準備 

・コンテスト及びカンファレンスの決算・予算内容の確認 

・2021 年度予算書作成 

・ 会計システムの検討 
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・会計システムの再検討 

■ 総会・理事会担当：江原 

・ 理事会開催 

・2021 年度第1 回（通算第69 回）理事会（Web 会議）開催のための準備を行った 

・2020 年度第4 回（通算第67 回）理事会議事録の取りまとめを行った 

・2020 年度第5 回（通算第68 回）理事会議事録の取りまとめを行った 

・ 2021 年度定時社員総会の開催準備 

・「2021 年度事業計画（案）」を完成させた 

・「2020 年度事業報告（案）」を作成し、各理事に確認・修正を依頼した 

■ 広報・渉外担当：杉本 

・ Web 会議システム利用 

・協会主催セミナー・イベントの受付手順について検討 

・研修企画委員会への参加 

・ Web 管理委員会運営 

・会員ML 配信：3 件 

・FreeML：1 件 

・HP 更新 

・オンラインストレージサービスの切り替え 

・チャットワーク利用による委員会運営 

・協会の個人情報取り扱いに関する協議に参加 

 

第５号議案（専権等の報告）2021 年度事業系業務執行報告（第1 期） 

中村副会長（事業統括）より、各業務執行理事の業務執行状況（2021 年7 月1 日～2021 年7 月17 日）が報告

され、追認で承認された。なお専権事項の報告については、別途議案提出し審議している。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

■ 事業統括／企画統括担当：中村 

・ バリアフリー2021 に関する調整 

・ 頸損解体新書2020発行と最終報告会の実施 

・頸損解体新書2020 の発送及び販売に関する全国頸損連との調整 

・頸損解体新書2020完成報告会及び JCAART2021での報告会に関する調整 

・ 事業担当の各分掌理事との調整 

・支部・分科会担当との調整 

・企画担当との調整 

・ＳＩＧ担当理事との調整 

■ カンファレンス担当：剣持・鈴木 

・ UMIN継続利用 

・7/5 にシステムのオンライン学会対応機能説明会に参加。現在システム開発中で来年度から新機能が使える

ようになる。動画のアップロードに耐えうるようにサーバーを増設するとのこと。最低限の機能であれば、UMIN

＋Zoomだけでオンライン学会が開催できる 

■ コンテスト担当：村田 

・ 福祉機器コンテスト 2021 

・機器開発部門の一次選考会結果通知 

・二次選考会に向けた専門員の調整 

■ 協会誌担当：石濱 

・ 協会誌編集 
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・連載「災害対策とリハ工学」の資料提供依頼先（災害対策リハ工学セミナー協力企業各社）への催促を進めた 

・第２回編集委員会開催、ならびに個別対応にむけ、Zoom単月アカウントの再契約を進めた 

発行計画につき、Chatwork上で意見交換を進めた 

・ 協会誌発行 

以下の発刊準備を行った 

・Vol.36 No.3 2021/08 特集「ケア現場の組織づくりのための労働安全衛生～ノーリフティン グケアの取り組

み～（仮）」 

・Vol.36 No.4 2021/11「すべての人が気持ちよい排泄を －用具がつなぐ排泄ケア－（仮）」 

・Vol.37 No.1 2022/2「褥瘡関連（仮）」につき、担当編集委員よりの申出により、発刊時期調整を編集委員長と

進めた（継続）。 

・Vol.37 No.2 2022/5「未定」 

・ 投稿論文（査読依頼） 

・査読者への催促と受理原稿の協会誌掲載準備を進めた 

・ 協会誌の段階的電子化 

・次号刊行に併せたバックナンバー電子公開準備、紙媒体協会誌の電子化を進めた 

・会員年度更新に伴う協会誌購読者認証/パスワード更新準備を進めた 

・次年度予算案（提出済）に応じた収支案を検討した 

■ 分科会・専門委員会担当：谷口・植田 

分科会(SIG)/企画(副)研修担当：谷口 

・ 特になし 

分科会(支部・委員会)/企画(副)展示会：植田 

・ 分科会：支部活動支援 

・協会誌へのお知らせ等原稿依頼と作成 

・各支部活動の支援 

・ 2021年度活動計画 

・各支部連続セミナーの企画検討 

■ 企画担当：西村・谷口・植田・中村 

・ バリアフリー2021出展にむけて関係支部と調整中 

・ 頸損解体新書2020をRESJA会員へ向けて発送準備中 

■ 国際担当：桂・森田 

・ GAATOの”A Grand Challenges in AT Outcome（支援機器の利用効果に関するワークショップ）”において、西

太平洋地域でのコンサルテーション事業に参加するための国内の約 20 名の候補者調整（日本の支援機器利

活用効果を調査し、取りまとめる協力者）及び 8 月 4 日・11 日に開催される西太平洋地域のオンライン会議に

参加を要請 

 

第６号議案（専権等の報告）理事会前日会議の報告 

水澤副会長（総務統括）より、理事会前日7 月17 日（土）開催の理事会前日会議として以下の統括会議の報告

がされ、追認で承認された。 

承認12、非承認0   （会長除く） 

 

日時：2021 年7 月17 日（土） 13:00～16：30 

場所：Web 会議システム（Zoom ミーティング） 

出席者：桂、水澤、中村、江原、岡野、杉本、植田、剣持、鈴木、村田、森田、沖川、深野、赤澤 

 

１．統括会議 

（１）事業報告・決算報告について  
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■事業報告 

・用語の統一、誤字、脱字の修正等 

・リハ医学会への派遣等、協会の代表として桂会長が出席した記録は、事務局の報告部分に記載 

■決算報告 

・決算書としての完成は 7 月27 日前後の予定。完成後に監査を受け、臨時理事会を開催し決議 

（２）社員総会について 

■日程・場所 

 ・8 月28 日（土） 、グランフロント大阪（谷岡学園 梅田サテライトオフィスCURIO-CITY）にて開催予定 

■開催形式 

・参加者の人数制限を行い、各議案の決議については「議決権行使書」によるものとする 

・質問等は、できる限り事前に出していただき、総会当日まで（内容によっては総会後）に回答 

＊総会の方式は 7 月31 日時点で最終判断 

■総会当日の進行 

・新役員承認議案は「議決権行使書」提出を原則として対応（当日会場参加者は受付で議決権行使書に記入） 

・総会の様子はウェビナーで配信する予定で準備を進める 

（３）総会後の臨時理事会について 

 ・代表理事ならびに役員の変更の場合、議事録に全役員の押印が必要 

 ・法務局への申請時に全役員の印鑑証明が必要 

  

２．その他 

 ・総会後の臨時理事会で顧問再任の議案提案 

 ・新しい理事会の業務分掌について 

 

第７号議案（専権等の報告）2021バリアフリー展内におけるセミナー講演依頼への協力 

分科会・専門委員会担当の植田理事より、2021 年バリアフリー展主催者側から中国・四国支部に出展・セミナ

ー開講の依頼があったため、支部活動として協力したことが報告され、追認で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

講演タイトル：「障害当事者こそが変える！人手不足の介護現場」 

担当：中国・四国支部 下元氏、鈴木氏、谷口氏 

 

第８号議案（専権等の報告）中国・四国支部 活動報告 

分科会・専門委員会担当の植田理事より、中国・四国支部がweb形式でセミナーを開催したことについて報告

され、追認で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

講演タイトル：「障害当事者こそが変える！人手不足の介護現場」 

担当：中国・四国支部 下元氏、鈴木氏、谷口氏ほか 

日時：2021 年6 月26 日 13 時半から 16 時 

場所：Zoom ミーティング 

参加者：30 人 

 

第９号議案（専権等の報告）支援機器の利用効果に関するグランドチャレンジにおける西太平洋地域会議 

国際担当の森田理事より、GAATO は現在、支援機器の利用効果に関するグランドチャレンジに関する世界

会議を今秋に企画し、WHOが2022年に発行する支援機器に関するグローバルレポートに掲載する予定であり、

世界会議に向けて西太平洋地域における会議をRESJA、ARATA、RESKO、TREATSの共催で企画し、8月にオ
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ンラインにて開催する予定であることが報告され、追認で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

・西太平洋地域オンライン会議は 8 月4 日と 11 日に予定されている 

・RESJA において、日本の支援機器利活用効果の課題検討し、取りまとめるために井上委員、桂会長、森田

で国内の関係者約20 名の候補を募り調整し、8 月の 2 回の会議に参加を要請している 

・西太平洋地域を含めて世界 8 地域での議論が行われ、その結果は GAATOに持ち寄られ、世界規模での

議論につなげていくことになる 

 

第10 号議案（専権等の報告）リンク掲載依頼について 

広報・渉外担当の杉本理事より、一般社団法人日本義肢装具学会様より、リハ工協会の HP にリンク掲載希望

があり、専権にて実施したことが報告され、追認で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

・掲載箇所：https://www.resja.or.jp/guidance/link.html 

・リンク先：https://jspo.jp/ 

 

第11 号議案（決議）新入会者の承認について 

水澤副会長（総務統括）より、2020 年度第 5 回（通算第 68 回）理事会以降のメーリングリストによる確認及び承

認を行った者以降、今回の理事会までの入会者3 名（2021 年度学生会員3 名）の入会について提案され、審議

の結果、満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

第12 号議案（決議）任意退会者について 

水澤副会長（総務統括）より、2020年度末において、協会年会費が2年以上未納の会員21名について任意退

会者として扱いたいとリスト提示の上、提案され、審議の結果、満場一致で承認された。 

 

第13 号議案（決議）福祉機器コンテスト 2021 専門委員 

コンテスト担当の村田理事より、福祉機器コンテスト 2021 の機器開発部門および学生部門選考において、選

考委員による選考を支援するために、以下2名の候補者（義肢装具SIG所属）を福祉機器コンテスト2021の専門

委員としたいと提案され、審議の結果、満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

1）笹川友彦 (熊本総合医療リハビリテーション学院） 
2）月城慶一 (広島国際大学) 

 

第14 号議案（決議）災害対策委員会の設置 

桂会長、分科会・専門委員会担当の植田理事より、災害対策委員会の活動を経て、協会として常設化を行うこ

ととなり事業化の承認を得て、定款施行細則が改訂し、近年頻発する災害・感染症等に対して、リハ工学協会とし

て防災対策及び被災地、および関係機関への支援が行える体制を整え、事業を開始するために委員会設置に

ついて提案され、審議の結果、満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

〇名称：災害対策委員会 

〇目的：大規模災害により被災された障害者や、高齢者等に対するリハビリテーション工学支援および防災

に関するリハビリテーション工学支援 
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〇委員構成：  委員長 沖川悦三（神奈川県総合リハビリテーションセンター） 

 委員  石濱 裕規 （医療法人社団永生会）  

   植田 瑞昌 （国立研究機関） 

   桂  律也 （社会医療法人社団三草会クラーク病院） 

   岡野 善記 （株式会社７６６） 

   金井 謙介 （the Light on Design Project） 

   繁成 剛  （長野大学） 

   中村 俊哉 （兵庫県立福祉のまちづくり研究所） 

   野口 祐子 （日本工業大学） 

   深野 栄子 （一社 日本リハビリテーション工学協会） 

 水澤 二郎 （一般財団法人 啓成会） 

 山形 茂生 （コネクトリハビリテーション） 

〇事業委員会設置日：2021 年7 月1 日 

〇事業計画：災害対策セミナー（復興支援講習会）の企画・実施、大規模災害時支援活動基本方針の策定、

JRAT の活動、障害を持つ人の防災マニュアル（仮称）の作成、他機関との連携の窓口、その

他災害対策委員会が独自に必要と認めた活動 

〇予算案：560,000（会議費、旅費、交通費、印刷費、JRAT加盟費等） 

 

第15 号議案（決議バリアフリー2021 ブース運営について 

中村副会長（事業統括）より、バリアフリー2021への出展については2020年度第 2 回（通算第 65 回）理事会

第10号議案にて承認、その後日程の変更いついては、2020年度第4回   理事会第16号議案で承認をいただ

いているが、従来 2小間で福祉機器コンテストの受賞作品を含む展示であるところを 1小間のみのブースとなっ

ており、例年と違う小間数、運営体制であるため、ブース備品の申し込みとあわせて、ブースの運営について確

認を行いたいと提案され、審議の結果、満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

・ブース装飾・備品・電気使用料（1小間分）65，000円を「広報活動費」予算計上済み 

・バリアフリー展直前まで、首都圏に緊急事態宣言が出されている状況。オリンピックやお盆の状況によって

は関西圏でも感染拡大が懸念されることから、展示会が対面式で開催された場合でも、ブースに常時人が

立つことは困難と考えている 

・関西支部への協力依頼は、搬入搬出の手伝いと、出張等でバリアフリー展に参加される方に、空いた時間

に少しブースの状況を確認いただく程度としたい 

・協会誌等の販売は行わずチラシの配布のみとし、事務局の出張も必要としない 

・基本無人のブーストなることから、照明電源等は不要として、ブース内に侵入しにくいように、チラシ台として

長机と受付台を設置する 

 

第16 号議案（決議）個人情報取扱規則の改定について 

水澤副会長（総務統括）より、「個人情報の保護に関する法律」の定めにより、当法人においても定款に以下の

ように規定しており、これを受けて「個人情報取扱規則（2010 年12 月12 日制定、2014 年3 月9 日改定）」を規定

し、協会事業運営を行ってきたところであるが、同法律の改正（2015年、2020年）に対し、本規則が十分に反映し

きれていない内容となっているため、法人としての社会的責任果たす上でも重要である本規則を全面的に見直

し、また、これに伴い協会ホームページ等で公表している「個人情報保護方針」の改定もしたく、「個人情報取扱

規則」とあわせて審議の上、決議願いたいと提案され、審議の結果、満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

定款第69条（個人情報の保護） 

業務上知り得た個人情報の保護に万全を期するものとする。 
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２ 個人情報の保護に関する必要な事項は、理事会の決議により別に定める。 

 

＜改定案の構成＞ 

第1章 総則 

第2章 個人情報の利用目的の特定等 

第3章 個人情報の取得の制限等 

第4章 個人データの適正管理および第三者提供 

第5章 保有個人データの開示、訂正・追加・削除、利用停止・消去 

第6章 体制 

 

第17 号議案（決議）2020 年度事業報告（案）について 

総会・理事会担当の江原理事より、2020 年度事業報告（案）が提示され、定時社員総会の資料となるものなの

で、修正すべきところがないか、ご検討いただきたいと提案され、審議の結果、満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

第18 号議案（決議）2021 年度予算修正案 

岡野財務担当理事より、一部申請予算と実際の請求に乖離があり、前回理事会にて承認を受けた予算につい

て一部修正した修正案が提案され、審議の結果、満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

・ 選挙経費が 21万円から 27万円に修正となったため、予算案修正のため提案した 

 

第19 号議案（決議）第36 回リハ工学カンファレンス開催地について 

カンファレンス担当の鈴木理事より、2022年度のカンファレンスを広島で開催したいと提案され、審議の結果、

満場一致で承認された。 

承認12、非承認0 （会長除く） 

 

・開催方式は今後検討する必要があるが、基本はWEB開催として考える 

・大会長「山岡 薫先生（広島国際大学総合リハビリテーション学部学部長）」、実行委員長「谷口 公友（広島国

際大学総合リハビリテーション学部准教授）」の体制で進めたい 

・理事会承認後、実行委員長と覚書を交わす 

 

議長は、以上をもって一般社団法人日本リハビリテーション工学協会の 2021（令和3）年度第1 回（通算第69 回）理

事会に関する全ての議事を終了した旨を述べ、閉会を宣した。（11 時33分） 

 

以上の議事の要領及び結果を明確にするため、議長並びに議事録署名人は次に署名又は記名・押印する。 

 

2021 年7 月18 日 

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会2021 年度第1 回理事会 

 

 議    長 桂律也 

 議事録署名人 中村俊哉 

 議事録署名人 村田知之 


